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E.家政学原論・家庭経営

　　　　　　９月15日出第３会場　午前9 : 30～12 : 12

E 1 農村衣族lこお･する^'紡聞係り曼恵< 静岡県心友郡岡聯町り挙例澗^ヵヽら〉

　　　Jo-）り水女大家攻　　　松路麗､｝

目的　莱村家族・峯砧関係バ時代的練過にともなバ. t'･・よう･こ変化し1訂りヽ. 現

肛･,嫁妬関係1ハ" ・･XうなメカニX' ムによっT統合≪ごな釧･ ■?いわヽを明りヽ|こtる．

　方ま(り対釆考静岡県兆,大郡岡聯町朝比奢地A'' 3∂～夕歳の有肌偶す･必ｱ人(2)調査

時期　昭和t7年□t卜万日　0)調査方浪　教問面掩聴界淑

　祐筆　の昭和zo ■30利加峯祓剛糾*，嫁，哺レい東作東で封建的人関関係・)申で肉体

的・精神的■ 拓キ的舌籾こ耐え，翁に対寸ふ『つとIf) S を果Jこすなビ絶対服喪を守るこヒ

ト衣統かでれひ巾. 固現勧i%莱の合理化で剥加療や足コババド農作t:り史要

な労働帽を嫁に期拝せず, 扉＼^尿半・肴かこキ覆レ, 弗●ヽ農作業いるケース^' ･^教を

占If)る. %事についても役割分担がなり

ち然し亭£ ^£ずに何半も才－アンに柘レ吾うこい゛最も重涛-でゐるヒ考え7 おり, 又方i･ご

歩経よソ捧調t る-'丿- ぶって吼狂の媒昶関係μ旅合?れてぃる．㈲しヵヽし. 媒≪≪関<n価

値枇のcいドフいて, 姑ド言いトいニヒダみ．ても我幔する- ^Tべ｀てμ吟代,う鳶れT

,/|i方≫-■｀無、ヽI^かを㈹k^せる」'O Iこ対して

ゐい「私刈6や達の生治向上を願バ笏ヵ

ヵヽら. 貧村家彰こいハ療m係u依黙ヒレ

｀
亨
て

直系象良約乖物ヒリ軋的柿ﾚ台ヽにもヒfく苓制
互り協調による精洽ヘヒ賃的に釦bしていろと

嫁
る
高
度
考

･゛屈い･有見で価値貳・ｆれlj当黙で･

J ヒ話7てお'j.対照的である. It)>>X上

い
的
ヽ
乙

統冷煮を排杵しかﾅてぃるお｀、従来9

な統かのメカエスフム･j、冷日嫁と逼相

られる。レカヽレ､妬の"I 己犠iこh t

ヤく脊調v村して- -^li-帽ﾖ己１張h ともなう協調’とヽ^ ) #.･で,両者叫

E 2 鈷雅阪立還球にっいて一一母子関係一

鳥取令子短尺　　島矯埓乎

　§蛸　症年, 振族･& めぐる青デ年．#A.. 老ヽ等の問題が4大視さ収ていゐ．問題心背

果は、あが国の急轟な経渚収差･こと4. rj:ク? * r -S:な躾相が複麺＼z ヵヽ;≫'心I) . わ札心水の

ま池･こ緊殖乞もたらレていゐと恩南八ろ、開題の背暑､s簡坤X･■ la なI.-zc'.家族形琢､こあた

うて-0-3- F.I
・ヽ刄レを今苅レ家族関係学習､こ生かtこと k a 的と1 ろ．

　^ 宏　細査時期. agio 認年6 日20 日～7 肋0 B , 湖^対象、鳥取や子傅期丸参学^とそ

の母親、方え、質問楓はも観、娘・ニ昶類作涙．母親印調亙栗乞学1に4 ち帰ら也、さ3

とリ調f-t ? tr回心学生凧は調査暗色.T日～･0 B A"ラしz 、業合調±.

　知見c姑稽､こ求あ%もめほ.娘a '■韻神参IS. ･ 社会的信用-. (41.｜7. ) に．母ほ「ｔ

め幸福」( 43.'T'/･）Iこ島い．②飴略相手に対-t ろ雀視場勘a、姻子とも哨傾哨で画ゐ力≒

趨^寥頑、収ぺ. 客娑　趣味､::やで胤く. 母は健康. 将来４　庸業lこや？it) く両名聞Iこχ

がある．⑤飴一婚年齢iま　母は23～24負ヽ､こ集中し. 娘ほz3～跨を中心としrj: がら21 ～TX歳ヽ（

2ぶJ.% ）、き~ 瓦歳いも､? 芦）七選双の幅が’広い．哩）蔀婚形態は．冊は見合の肯定名（(A

To) が今く. 姥､j 差･こ丸妻C がTA :〉乞肯定寸ゐ=1 i^）が高い．⑤蔀瘤湘手のle理納条件ほ、

娘･a 県内（43 茄; ;≫''ヽ母よ乖町対内（4^ 沁）が勿い.^刺手め繊業は、サラP) ― マンし

娘と7i､7 が）、タC S5､2 茄J〉とも望μﾏ■いろ．⑦湘手択の老尼浸定は、^羞E主t.T

ろものa. -4ft（到ﾀﾞ:〉かヽ冴ト(i・匹）J !) iSい．⑦纒別耀割にっいマa . 分業£肯定■^ろも

めa. 娘c ii y.) が一倅(it μ) j-リあい．⑦親とのEl 尾£ ぜむものは母子とも10片tt5倚で、

娘iJ別ぷ（瓦ﾀﾞ.）£、母a条件が整えia;凋扁( 衣茄:）と■るも</) が昂±フ．


